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～
編
集
後
記
～

　

実
際
に
悠
久
の
館
や
そ
の
周
辺
の

遺
跡
を
見
て
、
歴
史
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
！
町
の
史
跡
を

子
ど
も
た
ち
に
も
伝
え
て
い
け
る
と

い
い
で
す
ね
♪

三
木
　
今
月
号
よ
り
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
猪
名

川
町
の
「
い
～
な
！
」
を
皆
さ
ん
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！

　

現
在
、
悠
久
の
館
で
は
遺
跡
に
詳

し
く
な
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
い

「
企
画
展
」（
令
和
３
年
３
月
28
日
ま

で
）を
開
催
中
で
す
。国
史
跡
に
な
っ

た
理
由
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。

芝居小屋

相撲場

「柵
さくないぎんざんちょうごようちりゃくえず

内銀山町御用地略絵図」（個人蔵）

♦各所で発見された「古文書」

　国史跡に指定された大きな理由は、多くの「古
文書」が残っていたことです。町外からも多田
銀銅山のことが書かれた書物が発見され、当時
の多田銀銅山の様子や人々の暮らしを知る手が
かりとなりました。

♦優れた「製錬技術」

　多田銀銅山は、鉱石から銀と銅を取り出す
「南

な ん ば ん ぶ き

蛮吹」という方法を日本でいち早く取り入
れた鉱山です。また、明治時代になるとレンガ
造りの「堀家製錬所」で製錬などが行われてい
たんですよ。

♦今も残る「遺跡」や「遺物」

　多田銀銅山で約 2,000 以上あるといわれる
間歩（坑道）や製錬所などの「遺跡（下段で紹
介）」や当時の面影を残す「まち並み」が今も
大切に残されていることは、国史跡になった重
要なポイントのひとつです。企画展では、当時
の生活用品なども展示しているので、ぜひご覧
ください。

多
田
銀
銅
山

～
悠
久
の
館
を
訪
ね
て
～

多田銀銅山 悠久の館
▶開館日　火～日曜日・祝日、午前9時～午後5時
▶問合せ　☎ 766 ー 4800

　

皆
さ
ん
は
、
町
の
鉱
山
遺
跡
「
多
田
銀
銅
山
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

今
年
で
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
多
田
銀
銅
山
の
数
々
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
「
多
田
銀

銅
山
悠
久
の
館
（
以
下
、悠
久
の
館
）」
で
、お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

社
会
教
育
室
（
☎
７
６
７
・
２
６
０
０
）

県
内
初
の
国
史
跡
に

　
多
田
銀
銅
山
は
、
豊
臣
秀
吉
の
時

代
か
ら
約
３
０
０
年
に
渡
っ
て
採
掘

が
行
わ
れ
、
猪
名
川
町
の
ほ
か
に

も
、
川
西
・
宝
塚
・
池
田
・
箕
面
市
、

能
勢
・
豊
能
町
の
７
つ
の
市
町
に
広

が
る
大
規
模
な
鉱
山
で
す
。
最
盛
期

と
な
る
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
銀
や

銅
が
産
出
さ
れ
、
鉱
山
を
中
心
に
た

く
さ
ん
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
多
田
銀
銅
山
の
昔
の
様

子
を
知
る
た
め
の
調
査
を
重
ね
、
平

成
27
年
に
銀
山
地
区
の
一
部
が
多
田

銀
銅
山
遺
跡
と
し
て
、
県
内
の
鉱
山

遺
跡
で
初
め
て
「
国
史
跡
」
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
に
千

カ
所
以
上
あ
る
鉱
山
の
中
で
も
採

掘
・
製
錬
技
術
や
鉱
物
の
産
出
量
な

ど
の
わ
か
る
資
料
、
当
時
の
ま
ち
並

み
や
生
活
用
品
な
ど
が
大
切
に
残
さ

れ
て
お
り
、
歴
史
・
学
術
的
に
価
値

が
高
い
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

　

過
去
の
資
料
な
ど
は
、
悠
久
の
館

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

悠久の館
山本 修

おさむ

 館長

三木 ゆかり 花城 直子

堀家製錬所跡

娯楽を楽しむ場所が

あったんですね！

明治時代の
レンガ造り

歴
史
ロ
マ
ン
に

　
　
想
い
を
は
せ
て
…

どんな「古文書」が残っているの？
　 例 え ば、 江 戸 時 代 の 役 人 だ っ た 秋 山 
良
り ょ う の す け

之助の日記。その中には、鯛やぶりの刺身
を食べたことなどが書かれています。自動車
もない時代に海から遠い銀山地
区で刺身が食べられたとは驚
きですね！当時から流通が盛
んだったことがわかります。

　銀山地区には、数々の
遺跡が大切に残されてい
ます。ぜひ悠久の館付近
を巡ってみてください！

県道川西篠山線

至 日生中央

広根大水口

青木間歩
至つつじが丘 

ショッピング
センター

堀家製錬所跡

N

銀山口バス停

らせん階段

白金 2 丁目バス停

悠久の館

【MAP】
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銀
山
地
区
に
残
る

遺
跡
の
数
々

※車でお越しの際は、悠久の館駐車場を
ご利用ください。悠久の館より北へは、
徒歩での散策となります。

国史跡になった３つのポイント

青木間歩※現在公開休止中

今も残る坑道

企
画
展 

開
催
中

国
史
跡
に
な
っ
た
ワ
ケ


